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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬剤収容部材を受け入れるハウジングと、
　前記ハウジング内に取り付けられ、前記薬剤収容部材と係合するとともに前記ハウジン
グ内において軸方向に移動可能になっている駆動部材と、
　前記ハウジング内に収容されるとともに前記駆動部材に接続される、ばねと、
　前記ばねに接続されるとともに前記ハウジングに回転可能に接続される投与量設定ノブ
であって、前記ハウジングに対して前記ノブを第１の方向へ回転させることにより、前記
　ばねの圧縮またはねじれを生じるようになっている投与量設定ノブと、
　前記ばねを解放して前記ハウジング内において前記駆動部材を押し進めるユーザ作動可
能トリガと、
　前記ハウジングに接続されて該ハウジングに対して軸方向へ移動するユーザ作動可能ボ
タンであって、前記ばねに接続され、前記駆動部材を実質的に移動させることなく、前記
ばねを巻き戻すか、あるいは展開させるボタンと、を備えている薬剤送出装置。
【請求項２】
　前記ボタンの作動は、前記ボタンの押圧ごとに個別の工程で前記ばねを巻き戻すか、あ
るいは展開させる、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ハウジング内を延びる駆動軸を備え、該駆動軸は、ラチェット機構を介して駆動要
素に接続されて該駆動要素が前記ハウジング内において軸方向移動しないようになってお
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り、前記駆動要素が前記駆動部材と接続されることによって、前記駆動要素の回転が前記
駆動部材の軸方向移動を生じさせる、請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記投与量設定ノブは、前記ユーザ作動可能ボタンが解放位置にあるときには、ともに
回転する前記駆動軸に接続され、前記ボタンが押下位置にあるときには、前記駆動軸から
分離され、それにより前記投与量ノブが前記駆動軸に対して回転可能になっている、請求
項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記ユーザ作動可能トリガは、該トリガが作動しているときには、前記ばねによって回
転する前記駆動要素を解放し、前記トリガがその静止状態にあるときには、前記駆動要素
を固定するように構成されている、請求項３または４に記載の装置。
【請求項６】
　前記ラチェット機構は、相補形の歯部を２組備えており、第１の組は、前記駆動軸の端
部に形成されている一方、第２の組は、前記駆動要素に形成されており、前記トリガがそ
の静止状態にあるときには、前記駆動軸の歯部は、前記駆動要素の歯部と歯合することが
可能になっており、前記投与量ノブを投与量設定方向に回転させたとき、前記駆動要素に
対する前記駆動軸の回転が可能となる、請求項２ないし５のいずれか一つに記載の装置。
【請求項７】
　前記ユーザ作動可能ボタンは、ともに回転する前記駆動軸に接続される、請求項２ない
し６のいずれか一つに記載の装置。
【請求項８】
　前記駆動軸は、前記投与量ノブに対して前記駆動軸を固定する手段を備えており、該手
段は、前記ボタンがユーザによって押下されたときに解放される、請求項７に記載の装置
。
【請求項９】
　前記固定手段は、前記投与量ノブの表面に設けられたラックの歯部と係合する１つ以上
の歯部を備えており、該歯部は、前記ボタンが押下されたときに自由に内側に撓むことが
できるようになっている、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ボタンは、該ボタンが押下されたときに、前記投与量ノブの投与量減少方向への回
転を発生させる手段と、前記投与量を減少させる工程を規定する手段とを備えている、請
求項１ないし９のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１１】
　前記回転を発生させる手段および前記投与量を減少させる工程を規定する手段は、前記
ユーザ作動可能ボタンから垂下するとともに、前記投与量ノブの表面に形成されたラック
と係合する位置合わせ爪を備えている、請求項１０に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、注射方法および装置に関し、とくに、自動的に薬剤を送出するとともに可変
的に投与量を設定する注射方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　米国特許第５１０４３８０号には、キャップまたは「投与量ノブ」によって構成される
投与量計量装置が組み込まれた概ねペン状のシリンジが示されており、前記キャップまた
は投与量ノブは、注射する薬剤の投与量に対応する位置まで、ペン本体に対して回転可能
になっている。協働する歯部により巻き戻しが阻止されているコイルばねが、回転させら
れることにより捩られ、圧縮される。ユーザが、ペン本体の外側に接続された摺動トリガ
を操作することによりラチェット歯部を解除すると、結果として、ばねが巻き戻される。
そして、これにより、急勾配のねじ山を介してシリンジ・プランジャに接続されている駆
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動ギアに回転が生じる。該駆動ギアが回転すると、結果として、ペン本体内をプランジャ
が軸方向に移動する。軸方向に移動するプランジャは、薬剤収容カートリッジの「栓部」
を押し、その移動によってカートリッジから薬剤を放出させる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　米国特許第５１０４３８０号のシリンジの構造では、ユーザが投与量ノブを所定位置ま
でダイヤルして一旦投与量を設定すると、ユーザは、投与量ノブを逆方向に回して設定量
を減少させることが不可能になっている。投与量を過度に設定してしまった場合、ユーザ
は、トリガを作動して設定した投与量を吐出させるとともに、正しい投与量を再びダイヤ
ルしなければならない。国際公開第０２／０５３２１４号では、同様の投与量設定機構を
備えたシリンジが示されている。この文献において示される設計は、投与量ノブを逆方向
に回転させて、過度に設定された投与量を減少させることが可能であることが述べられて
いる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の第１の態様によれば、
　薬剤収容部材を受け入れるハウジングと、
　前記ハウジング内に取り付けられ、前記薬剤収容部材と係合するとともに前記ハウジン
グ内において軸方向に移動可能になっている駆動部材と、
　前記ハウジング内に収容されるとともに前記駆動部材に接続される、ばねと、
　前記ばねに接続されるとともに前記ハウジングに回転可能に接続される投与量設定ノブ
であって、前記ハウジングに対して前記ノブを第１の方向へ回転させることにより、前記
ばねの圧縮またはねじれを生じるようになっている投与量設定ノブと、
　前記ばねを解放して前記ハウジング内において前記駆動部材を押し進める、ユーザ作動
可能トリガと、
　前記ハウジングに接続されて該ハウジングに対して軸方向へ移動するユーザ作動可能ボ
タンであって、前記ばねに接続され、前記駆動部材を実質的に移動させることなく、前記
ばねを巻き戻すか、あるいは展開させるボタンと、を備えている薬剤送出装置を提供する
。
【０００５】
　好ましくは、前記ボタンの作動は、前記ボタンの押圧ごとに個別の工程で前記ばねを巻
き戻すか、あるいは展開させる。
【０００６】
　本発明の実施形態において、本装置は、前記ハウジング内を延びる駆動軸をさらに備え
、該駆動軸は、ラチェット機構を介して駆動要素に接続され、前記駆動要素が前記駆動部
材と接続されることによって、前記駆動要素の回転が前記駆動部材の軸方向移動を生じさ
せる。前記投与量設定ノブは、前記ユーザ作動可能ボタンが解放位置にあるときには、と
もに回転する前記駆動軸に接続され、前記ボタンが押下位置にあるときには、前記駆動軸
から分離され、それにより前記投与量ノブが前記駆動軸に対して回転可能になっている。
【０００７】
　前記ユーザ作動可能トリガは、該トリガが作動しているときには、前記ばねによって回
転する前記駆動要素を解放し、前記トリガがその静止状態にあるときには、前記駆動要素
を固定するように構成されている。
【０００８】
　前記ラチェット機構は、好ましくは、相補形の歯部を２組備えており、第１の組は、前
記駆動軸の端部に形成されている一方、第２の組は、前記駆動要素に形成されている。前
記トリガがその静止状態のときには、前記駆動軸の歯部は、前記駆動要素の歯部と歯合す
ることが可能になっており、前記投与量ノブを投与量設定方向に回転させたとき、前記駆
動要素に対する前記駆動軸の回転を可能にする。
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【０００９】
　好ましくは、前記ユーザ作動可能ボタンは、ともに回転する前記駆動軸に接続される。
前記駆動軸は、前記投与量ノブに対して前記駆動軸を固定する手段を備えており、該手段
は、前記ボタンがユーザによって押下されたときに解放される。前記固定手段は、前記投
与量ノブの表面に設けられたラックの歯部と係合する１つ以上の歯部を備えていてもよく
、該歯部は、前記ボタンが押下されたときに自由に内側に撓むことができるようになって
いる。前記ボタンは、該ボタンが押下されたときに、前記投与量ノブの投与量減少方向へ
の回転を発生させる手段と、前記投与量を減少させる工程を規定する手段とをさらに備え
ていてもよい。これらの手段は、前記ユーザ作動可能ボタンから垂下するとともに、前記
投与量ノブの表面に形成されたラックと係合する位置合わせ爪によって構成されてもよい
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明をより良く理解するために、そして、如何に本発明を実施すればよいかを示すた
めに、添付図面を参照して実施形態を説明する。
【００１７】
　図１には、ユーザによる作動が可能な投与量設定機構を有するペン型注射器が示されて
いる。図２～７を参照することにより、本注射器は、互いにスナップ嵌めされる本体１お
よびキャップ２０を備えていることが分かる。識別リング１９は、本注射器によって送出
される薬剤の種類を示すために色分けされている。本体１の内面の上端部にはねじ山が設
けられている。この内側のねじ山には、投与量ノブ２の外面に設けられた外側のねじ山２
ａが螺合している。投与量ノブ２は、図５に詳細に示されている。投与量ノブ２は、ペン
本体１内での長手方向の移動が、いずれの方向にも制限されている。カートリッジ・ハウ
ジング１８は、本体１の下端に固定され、使い捨て式の薬剤が充填されたカートリッジ（
図示せず）を受け入れるように配置されている。このようなカートリッジは、該カートリ
ッジの一端にゴム製の栓シーリングを有し、その他端は、使い捨て式の針を受け入れるよ
うに配置される。
【００１８】
　カートリッジは、通常、多目的用であり、注射ごとにユーザが新たな針を取り付けるよ
うになっている。
【００１９】
　ねじりばね４は、本体１内に同軸状に位置するとともに、充填されたカートリッジから
薬剤を吐出させる駆動力を付与するように配置される。ばね４の上端部は、投与量ノブ２
に固定される。ばね４の下端部は、本体１と一体成形された保持リングを介してハウジン
グに固定される。
【００２０】
　概ね円筒状のラチェット駆動軸３は、ばね４の中心部を延びている。ラチェット駆動軸
３の拡大端部３ａは、その外面に形成された３つのばね脚部３ｂを有しており、これらの
ばね脚部は、軸を中心に周方向に等角に間隔をおいて配置されている。各脚部の最外端部
には、歯部３ｃが設けられている。歯部３ｃは、固定軸方向位置において本体１内に位置
する概ね円筒状の駆動ギア１１の内面に形成されたラック１１ａ（図４において不可視）
の歯部と係合する。駆動ギア１１は、下方の外面部分に形成された第２の歯付ラック１１
ｂを有している。このラック１１ｂは、保持リング１２の内面に形成された対応する寸法
のラック１２ａの内側に位置している。リング１２は、トリガ１２ｂと一体に形成されて
おり、該トリガは、本体１に形成されたスロット内に摺動可能に取り付けられ、１対のス
ラスト・ワッシャ１０によって本体から隔てられる。ばね１３は、トリガ１２ｂを上方向
に付勢し、ユーザによる力がトリガに加わっていない状態でラック１１ｂ、１２ａの固定
係合を維持している。
【００２１】
　ラチェット駆動軸３についてさらに説明すると、該軸は、その上端がクラッチ・コレッ
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ト５に接続されている。図６のＡはクラッチコレットを上方から見た図、図６のＢはクラ
ッチコレットを下方から見た図であり、クラッチ・コレット５は、駆動軸３とともに回転
するものであり、１対のばね爪５ａが設けられている。ばね爪５ａの断面形状は、投与量
ノブ２の内面に形成されたラック２ｃの歯部と係合する各歯部を形成するような形状にな
っている。ばね爪５ａは、外側に偏倚している。
【００２２】
　巻き戻しボタン６は、投与量ノブ２内に位置すると共に、そこから突出している。ボタ
ン６は、ラチェット駆動軸３に接続され、駆動軸３とともに回転するが、駆動軸３内にお
いて長手方向に摺動可能になっている。ばね７は、ボタン６と駆動軸３との間に接続され
、本体１に対してボタン６を外側に偏倚させている。ボタン６の下部は、概ね十字形状に
なっており、十字部の対向する２つのアームがクラッチ・コレット５のばね爪５ａと対向
する。これらのアームは、ボタンが外側位置にあるときには、ばね爪５ａの径方向内側へ
の撓みを阻止する一方、ボタンがボタンばね７の付勢力に抗して完全に押し下げられた時
に、内側への撓みを可能にするように、内側にテーパ状になっている。この構成は、図７
に最も良く示されており、図７のＡは、元の位置にあるボタン６を示し、一方、図７のＢ
は、本注射器の端部をボタン６の断面とともに示している。
【００２３】
　親ねじ８は、その外面の長さに沿って形成されたねじ山を有している。親ねじ８は、ラ
チェット駆動軸３内に位置し、駆動ギア１１の内面に形成された相補形のねじ山と係合し
ている。ラチェット駆動軸３から突出する親ねじ８の端部は、該親ねじ８に固定された親
ねじキャップを有している。駆動軸３に対する親ねじ８の回転移動は、親ねじ８の長さに
沿って形成された凹部と、固定ブッシュ１４の内面に設けられた相補形のスプラインとの
係合によって阻止される。固定ブッシュ１４は、１対の相補形のねじ山を介して本体１の
端部に固定されている中間部材１７内に保持されている。薬剤収容カートリッジと接続す
ると、カートリッジ圧縮カップ１６は、ばね１５を圧縮し、固定ブッシュ１４にその負荷
を伝達する。固定ブッシュ１４の鋸歯状縁部は、本体１の対応する部材と係合し、固定ブ
ッシュ１４の回転を阻止するとともに、解放後の駆動ギア１１の回転時における親ねじ８
の前方移動を確実なものにする。
【００２４】
　位置合わせ爪６ａは、ボタン６の内面から垂下している。この爪６ａには、その端部に
おいて、垂直な阻止面と傾斜駆動面とを有する傾斜状歯部６ｂが設けられている。歯部６
ｂは、ボタンが投与量ノブ２内に押し込まれた時、投与量ノブ２の内面に形成された位置
合わせラック２ｂの歯部と係合する。
【００２５】
　図１～８に示す参照符号を付した本注射器の構成部品の詳細な一覧は、後に示す表１に
収められている。
【００２６】
　ここで、本注射器の動作を説明する。ユーザは、投与量ノブ２を時計方向に回転させる
ことにより、投与量を設定する。投与量ノブ２の回転に伴って、ばね４の上部が、ばねの
ねじれを生じつつ回転する。ラチェット駆動軸３の上部におけるばね爪５ａと、投与量ノ
ブ２の内面に形成されたラック２ｃとの係合により、ラチェット駆動軸３にも回転を生じ
させる。ラチェット駆動軸３の下端において、ばね脚部３ｂの歯部は、ラック１１ａの歯
部と「カチッ」という音を発する。この歯部とラック１１ａとの係合は、毎回カチッとい
う音が発した後にばね４が巻き戻されるのを阻止する。カチッという音の数は、いずれも
、ばねの所定の角度の回転に対応するため、所定の吐出投与量に対応することになる。投
与量を設定する動作の間、駆動ギア１１は回転しないので、親ねじ８が軸方向に移動しな
いことが容易に理解される。従って、投与量（あるいは、実際は充填のために導入される
空気）を設定する動作の間、カートリッジから薬剤は吐出されない。
【００２７】
　ユーザがトリガ１２に対して下方向への力を加えると、トリガ１２のラックが駆動ギア
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１１から分離される。これにより、駆動ギア１１と、ねじりばね４とが自由に回転するこ
とになる。駆動ギア１１が親ねじ８の周りを回転すると、それに伴って、親ねじ８が駆動
ギア１１内において下方に駆動され、これにより、親ねじキャップ９がカートリッジ本体
内においてカートリッジの下方に栓部を押し進め、取り付けられたシリンジを通じてカー
トリッジから薬剤が吐出される。
【００２８】
　ユーザが投与量を過度に設定してしまった場合、すなわち、投与量ノブ２を過度に回転
させてしまった場合、ユーザは、付勢ばね７の付勢力に抗してボタン６を投与量ノブ２内
に完全に押し込む。図８Ａの開始位置から図８Ｂに示す位置まで、ボタン６が押し下げら
れると、歯部６ｂの駆動面が位置合わせラック２ｂに形成された歯部の１つと接触する。
さらに圧力を加えると、図８Ｃの完全に押下された位置に到達するまで、投与量ノブ２に
対して反時計方向に回転力が生じる。それとほぼ同時に、ボタン６の十字部のアームが下
降移動する結果、ばね爪５ａが自由に内側に撓むことができ、ばねに蓄積された力および
歯部によって生じた力のうちの一方または両方を受けて投与量ノブ２およびばね４が自由
に回転できるようになる。投与量ノブ２は、歯部の阻止面が上部ラックの次の停止面と係
合するまで回転可能になっている。この再設定動作の間、ラチェット駆動軸３も駆動ギア
１１も回転しない。従って、親ねじ８の軸方向移動は生じず、カートリッジから薬剤が吐
出されない。投与量再設定機構は、ラチェット駆動軸から、投与量ノブと、ねじりばねと
を一時的に分離することにより動作し、駆動軸に対する投与量ノブと、ねじりばねとの回
転を可能にする。ボタン６から圧力を取り除くと、巻き戻しボタンばね７は、ボタンをそ
の最外端位置に戻し、その結果、ばね爪５ａの歯部は、ラック２ｃの歯部と再び係合する
。
【００２９】
　ここで、図９～１２を参照しながら別のペン型注射器について説明する。外見上、本注
射器は、図１に示す注射器と同様の外観を有する。この別の注射器の動作原理は、投与量
を設定および供給する機能の面では、図２～８の注射器の動作原理と同様である。しかし
ながら、投与量再設定機構が異なる。
【００３０】
　本注射器は、相補形のねじ山を介して本体１´に接続される投与量設定ノブ２´を備え
ている。投与量ノブ２´の端部は、投与量ノブとともに回転する投与量ノブ・キャップ７
´によって閉鎖されている。ここで、ラチェット駆動軸３´について説明すると、該軸は
、３つの径方向のスロットが形成された先端鍔部３ａ´を有する。図１２において、図１
２のＡは、ラチェット保持器が取り除かれたノブ２´を示し、図１２のＢは、保持器が元
の位置にあるノブを示し、図１２のＣは、保持器が所定位置にあるが透明な状態で図示さ
れたノブを示している。これらのスロットは、円筒状本体を有するラチェット・プランジ
ャ部材５´の各アーム５ａ´を受け入れる。前記本体は、鍔部３ａ´の端部の円形開口内
おいて密着した状態で位置する。各アーム５ａ´は、成形ばね本体と、先端歯部とを備え
ており、該歯部の表面は、同一の角度で傾斜している。ラチェット保持器６´は、鍔部３
ａ´の端部に嵌合し、ラチェット・プランジャを所定位置に固定する。ラチェット・プラ
ンジャの歯部は、約０．５ｍｍだけ各スロットの端部から突出し、成形ばねによって（約
０．２５ｍｍだけ）径方向内側に撓むことが可能になっている。
【００３１】
　組立てた注射器内で、ラチェット・プランジャ５´の歯部は、駆動ギア１１´の内面に
形成されたラックと係合する。該ラックの歯面も等角になっており、ラチェット・プラン
ジャの歯部と対応している。
【００３２】
　図９～１２に示す参照符号を付した本注射器の構成部品の詳細な一覧は、後に示す表２
に収められている。
【００３３】
　使用時、ユーザは、投与量ノブ２´を時計方向に回転させることにより、投与量をダイ
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ヤルする。ユーザは、ラチェット・プランジャ５´の歯部と駆動ギア１１´のラックの歯
部との間の抵抗に打ち勝つのに十分な力を加え、駆動ギアがトリガ１２´による回転に対
して所定位置に保持される。この動作の間、ラチェット・プランジャの歯部は、ラチェッ
ト駆動軸の先端鍔部の内方へ押し込まれて、駆動ギア内においてラックの歯部と歯合する
ことが可能となる。同様に、ユーザが設定投与量を減少させたいと望む場合、投与量ノブ
を反時計方向に回転させる。ラチェット・プランジャ歯部の形状は、これを可能にするも
のである。従って、本設計によれば、投与量の再設定を容易にするために、投与量ノブと
は別個の巻き戻しボタンを必要としない。
【００３４】
　当業者であれば、本発明の範囲から逸脱することなく、上述の実施形態に様々な修正を
施すことも可能であることが分かるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】ペン型注射器を模式的に示す図である。
【図２】挿入図が注射器の保持およびトリガ部分の拡大図となっている、図１の注射器の
水平断面図である。
【図３】図１の注射器の垂直断面図である。
【図４】図１の注射器の分解斜視図である。
【図５】図１の注射器の投与量ノブの図である。
【図６】図１の注射器のクラッチ・コレットの図。
【図７】図１の注射器の端部の部分断面図である。
【図８】図１の注射器の動作順序を示す図である。
【図９】挿入図が注射器の保持およびトリガ部分の拡大図となっている、注射器の別の内
部構造の水平断面図である。
【図１０】図９の別の注射器の垂直断面図である。
【図１１】図９の注射器の分解斜視図である。
【図１２】図９の注射器の駆動軸の端部の斜視図である。
【符号の説明】
【００３６】
［表１］
参照符号　説明
１　　　　本体
２　　　　投与量ノブ－巻き戻しボタン
３　　　　ラチェット駆動軸
４　　　　ねじりばね－巻き戻しボタン
５　　　　クラッチ・コレット
６　　　　巻き戻しボタン
７　　　　巻き戻しボタンばね
８　　　　親ねじ
９　　　　親ねじキャップ
１０　　　スラスト・ワッシャ
１１　　　駆動ギア－巻き戻し無し（１ユニット）
１２　　　トリガ
１３　　　トリガばね
１４　　　固定ブッシュ
１５　　　圧縮カップばね
１６　　　カートリッジ圧縮カップ
１７　　　中間部
１８　　　カートリッジ・ハウジング
１９　　　識別リング
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２０　　　キャップ
［表２］
参照符号　説明
１´　　　本体
２´　　　投与量ノブ
３´　　　ラチェット駆動軸
４´　　　ねじりばね
５´　　　ラチェット・プランジャ
６´　　　ラチェット保持器
７´　　　投与量ノブ・キャップ
８´　　　親ねじ
９´　　　親ねじキャップ
１０´　　スラスト・ワッシャ
１１´　　駆動ギア
１２´　　トリガ
１３´　　トリガばね
１４´　　固定ブッシュ
１５´　　圧縮カップばね
１６´　　カートリッジ圧縮カップ
１７´　　中間部
１８´　　カートリッジ・ハウジング
１９´　　識別リング
２０´　　キャップ

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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【図１０】 【図１１】
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